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社会福祉法人 無量壽会 

地域密着型通所介護事業所  

“日だまりの家”いずみ デイサービスセンター運営規程 

 

（事業の目的） 

第１条 社会福祉法人無量壽会が開設する“日だまりの家”いずみ デイサービスセンタ

ー（以下「事業所」という。）が行う地域密着型指定通所介護事業及び介護予防・生

活支援サービス事業（以下「事業」という。）の適正な運営を確保するために人員及

び管理運営に関する事項を定め、事業所の職員が、要介護状態又は介護予防が必要

な状態にある高齢者（以下「利用者」という。）に対し、適正な地域密着型指定通所

介護及び通所型サービスの通所介護型サービス（以下「通所介護型サービス」とい

う。）のサービスを提供することを目的とする。 

 

（運営方針） 

第２条 事業所は、要介護者・要支援者の心身の特性を踏まえつつ、可能な限りその居宅

において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、機能

訓練及び必要な日常生活上の世話を行うことにより、利用者の社会的孤立感の解消

及び心身機能の維持並びに利用者の家族の身体的・精神的負担の軽減を図るものと

する。 

  ２ 事業所は、利用者の人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスを提供に

努めるものとする。 

  ３ 事業を運営するに当たっては、地域や家族との結びつきを重視し、関係市町村、

地域包括支援センター、居宅介護支援事業者、他の居宅サービス事業者その他の保

健・医療・福祉サービスを提供する者との密接な連携を図り、総合的なサービスの

提供に努めるものとする。 

 

（事業所の名称） 

第３条 事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 

  １ 名 称 “日だまりの家”いずみ デイサービスセンター 

  ２ 所在地 仙台市泉区上谷刈３丁目１６番２１号 

 

（職員の職種、員数及び職務内容） 

第４条 事業所に勤務する職員の職種、員数、及び職務内容は次のとおりとする。 
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  １ 管理者    １名（常勤・兼務） 

（兼務先）地域密着型特別養護老人ホーム寳樹苑いずみ副苑長 

     地域密着型特別養護老人ホーム寳樹苑いずみショートステイ管理者 

     “日だまりの家”いずみ居宅介護支援センター所長 

     地域支援室室長 

兼務管理者は、事業所の職員の管理及び事業に係る業務の管理を一元的に行う。 

  ２  生活相談員 ２名 常勤兼務（１名介護員兼務） 

    生活相談員は、利用者及び介護者の相談及び援助を行い、関係機関との連絡調整

等を行うとともに、通所介護計画の作成を行う。 

  ３ 介護職員  ５名 

うち、４名 常勤（１名相談員兼務）１名 非常勤 

  介護職員は、通所介護計画に基づき、利用者の心身の状況に応じ、利用者の自立

の支援と日常生活の充実に資するよう適切な技術を持って行う。 

 ４ 看護師   ２名 非常勤（機能訓練指導員兼務） 

    看護師は、利用者の健康状態に注意するとともに、健康保持のための医師の指示

により適切な措置を行う。 

５ 機能訓練指導員 ２名 非常勤（看護師兼務） 

    機能訓練指導員は、日常生活を営むのに必要な機能の減退を防止するための訓練

を行う。 

 

(営業日及び営業時間) 

第５条 事業所の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。 

  １ 営業日  月曜日から金曜日（祝日を含む） 

（但し、１２月３０日～１月２日までは除く。） 

  ２ 営業時間  ８：３０～１７：３０ 

３ サービス提供時間   ９：００～１６：３０まで 

         

（指定通所介護の利用定員） 

第６条 事業所の利用定員は、１６名とする。 

 

（指定通所介護の内容） 

第７条 地域密着型指定通所介護サービスの内容は、次のとおりとする。 

  １ 利用者の心身の状況及び希望並びにその置かれている環境を踏まえつつ、当該目

標を達成するための具体的なサービスの内容等を記載した通所介護計画を作成する。 

  ２ 事業の実施に当たっては、通所介護計画に基づき、利用者の機能訓練及び日常生

活を行う上で必要な援助（食事提供・入浴介助等）を行う。 
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  ３ 常に利用者の心身の状況を的確に把握しつつ、相談援助等の生活指導、機能訓練

その他必要なサービスを利用者の要望に応じて適切に提供する。 

  ４ 遠方の利用者及び、脚力等の低下が見られる利用者に対して、送迎サービスを提

供する。 

  ５ それぞれの利用者について、通所介護計画に従ったサービスの実施状況及び目標

達成状況の記録を行う。 

 

（地域密着型指定通所介護利用料、通所介護型サービス利用料、その他の費用） 

第８条 地域密着型指定通所介護サービス及び通所介護型サービスを提供した場合の利用

料の額は、厚生労働大臣が定める基準によるものとする。 

〈 サービス利用料金 〉 

［地域密着型指定通所介護］（１日当たり） 

［地域密着型通所介護サービス（6 時間以上 7 時間未満）］ 

・サービス利用に係る自己負担額が 1 割の場合   （1 単位＝10.27 円） 

 要介護１ 

（６７６単位） 

要介護２ 

（７９８単位） 

要介護３ 

（９２２単位） 

要介護４ 

（１０４５単位） 

要介護５ 

（１１６８単位） 

１．サービス利用料金 6,942 円 8,195 円 9,468 円 10,732 円 11,995 円 

２．うち、介護保険か

ら給付される金額 

 

6,247 円 

 

7,375 円 

 

8,521 円 

 

9,658 円 

 

10,795 円 

３．サービス利用に係

る自己負担額 

（１－２） 

 

695 円 

 

820 円 

 

947 円 

 

1,074 円 

 

1,200 円 

４．食事料金 ７００円（昼食代・おやつ（２回分）代・水分補給飲料代） 

５．自己負担金額 1,395 円 1,520 円 1,647 円 1,774 円 1,900 円 

※ 新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価として、令和３年９⽉末までの間、基本報酬 

（１の金額）に 0.1％上乗せされる。 

 

○加算   （1 単位＝10.27 円） 

加算項目 単位数 利用料金 介護保険給付額 自己負担額 備考 

認知症加算 60 単位 616 円 554 円 62 円  

入浴介助加算 40 単位 410 円 369 円 41 円  

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 

18 単位 184 円 165 円 19 円  

介護職員処遇改善加算Ⅰ 基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に 5.9％を

乗じた単位数 
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介護職員等特定処遇改善

加算Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に 1.2％を

乗じた単位数 

※感染症または災害の発生を理由とする利用者数の減少が生じ、その月の利用者数が前年度の 

月平均の利用者数よりも 5％以上減少している場合、所定単位数に３％上乗せされる。 

 

 

・サービス利用に係る自己負担額が 2 割の場合   （1 単位＝10.27 円） 

 要介護１ 

（６７６単位） 

要介護２ 

（７９８単位） 

要介護３ 

（９２２単位） 

要介護４ 

（１０４５単位） 

要介護５ 

（１１６８単位） 

１．サービス利用料金 6,942 円 8,195 円 9,468 円 10,732 円 11,995 円 

２．うち、介護保険か

ら給付される金額 

 

5,553 円 

 

6,556 円 

 

7,574 円 

 

8,585 円 

 

9,596 円 

３．サービス利用に係

る自己負担額 

（１－２） 

 

1,389 円 

 

1,639 円 

 

1,894 円 

 

2,147 円 

 

2,399 円 

４．食事料金 ７００円（昼食代・おやつ（２回分）代・水分補給飲料代） 

５．自己負担金額 2,089 円 2,339 円 2,594 円 2,847 円 3,099 円 

※ 新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価として、令和３年９⽉末までの間、基本報酬 

（１の金額）に 0.1％上乗せされる。 

 

○加算   （1 単位＝10.27 円） 

加算項目 単位数 利用料金 介護保険給付額 自己負担額 備考 

認知症加算 60 単位 616 円 492 円 124 円  

入浴介助加算 40 単位 410 円 328 円 82 円  

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 

18 単位 184 円 147 円 37 円  

介護職員処遇改善加算Ⅰ 基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に 5.9％を

乗じた単位数 

介護職員等特定処遇改善

加算Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に 1.2％を

乗じた単位数 

※感染症または災害の発生を理由とする利用者数の減少が生じ、その月の利用者数が前年度の 

月平均の利用者数よりも 5％以上減少している場合、所定単位数に３％上乗せされる。 
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・サービス利用に係る自己負担額が 3 割の場合   （1 単位＝10.27 円） 

 要介護１ 

（６７６単位） 

要介護２ 

（７９８単位） 

要介護３ 

（９２２単位） 

要介護４ 

（１０４５単位） 

要介護５ 

（１１６８単位） 

１．サービス利用料金 6,942 円 8,195 円 9,468 円 10,732 円 11,995 円 

２．うち、介護保険か

ら給付される金額 

 

4,859 円 

 

5,736 円 

 

6,627 円 

 

7,512 円 

 

8,396 円 

３．サービス利用に係

る自己負担額 

（１－２） 

 

2,083 円 

 

2,459 円 

 

2,841 円 

 

3,220 円 

 

3,599 円 

４．食事料金 ７００円（昼食代・おやつ（２回分）代・水分補給飲料代） 

５．自己負担金額 2,783 円 3,159 円 3,541 円 3,920 円 4,299 円 

※ 新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価として、令和３年９⽉末までの間、基本報酬 

（１の金額）に 0.1％上乗せされる。 

 

○加算   （1 単位＝10.27 円） 

加算項目 単位数 利用料金 介護保険給付額 自己負担額 備考 

認知症加算 60 単位 616 円 431 円 185 円  

入浴介助加算 40 単位 410 円 287 円 123 円  

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 

18 単位 184 円 128 円 56 円  

介護職員処遇改善加算Ⅰ 基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に 5.9％を

乗じた単位数 

介護職員等特定処遇改善

加算Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に 1.2％を

乗じた単位数 

※感染症または災害の発生を理由とする利用者数の減少が生じ、その月の利用者数が前年度の 

月平均の利用者数よりも 5％以上減少している場合、所定単位数に３％上乗せされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 6 

［地域密着型通所介護サービス（7 時間以上 8 時間未満）］ 

・サービス利用に係る自己負担額が 1 割の場合   （1 単位＝10.27 円） 

 要介護１ 

（750 単位） 

要介護２ 

（887 単位） 

要介護３ 

（1028 単位） 

要介護４ 

（1168 単位） 

要介護５ 

（1308 単位） 

１．サービス利用料金 7,702 円 9,109 円 10,557 円 11,995 円 13,433 円 

２．うち、介護保険か

ら給付される金額 

 

6,931 円 

 

8,198 円 

 

9,501 円 

 

10,795 円 

 

12,089 円 

３．サービス利用に係

る自己負担額 

（１－２） 

 

771 円 

 

911 円 

 

1,056 円 

 

1,200 円 

 

1,344 円 

４．食事料金 ７００円（昼食代・おやつ（２回分）代・水分補給飲料代） 

５．自己負担金額 1,471 円 1,611 円 1,756 円 1,900 円 2,044 円 

※ 新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価として、令和３年９⽉末までの間、基本報酬 

（１の金額）に 0.1％上乗せされる。 

 

○加算   （1 単位＝10.27 円） 

加算項目 単位数 利用料金 介護保険給付額 自己負担額 備考 

認知症加算 60 単位 616 円 554 円 62 円  

入浴介助加算 40 単位 410 円 369 円 41 円  

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 

18 単位 184 円 165 円 19 円  

介護職員処遇改善加算

Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に

5.9％を乗じた単位数 

介護職員等特定処遇改

善加算Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に

1.2％を乗じた単位数 

※感染症または災害の発生を理由とする利用者数の減少が生じ、その月の利用者数が前年度の 

月平均の利用者数よりも 5％以上減少している場合、所定単位数に３％上乗せされる。 
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・サービス利用に係る自己負担額が 2 割の場合   （1 単位＝10.27 円） 

 要介護１ 

（750 単位） 

要介護２ 

（887 単位） 

要介護３ 

（1028 単位） 

要介護４ 

（1168 単位） 

要介護５ 

（1308 単位） 

１．サービス利用料金 7,702 円 9,109 円 10,557 円 11,995 円 13,433 円 

２．うち、介護保険か

ら給付される金額 

 

6,161 円 

 

7,287 円 

 

8,445 円 

 

9,596 円 

 

10,746 円 

３．サービス利用に係

る自己負担額 

（１－２） 

 

1,541 円 

 

1,822 円 

 

2,112 円 

 

2,399 円 

 

2,687 円 

４．食事料金 ７００円（昼食代・おやつ（２回分）代・水分補給飲料代） 

５．自己負担金額 2,241 円 2,522 円 2,812 円 3,099 円 3,387 円 

 

※ 新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価として、令和３年９⽉末までの間、基本報酬 

（１の金額）に 0.1％上乗せされる。 
 

○加算   （1 単位＝10.27 円） 

加算項目 単位数 利用料金 介護保険給付額 自己負担額 備考 

認知症加算 60 単位 616 円 492 円 124 円  

入浴介助加算 40 単位 410 円 328 円 82 円  

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 

18 単位 184 円 147 円 37 円  

介護職員処遇改善加算

Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に

5.9％を乗じた単位数 

介護職員等特定処遇改

善加算Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に

1.2％を乗じた単位数 

※感染症または災害の発生を理由とする利用者数の減少が生じ、その月の利用者数が前年度の 

月平均の利用者数よりも 5％以上減少している場合、所定単位数に３％上乗せされる。 
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・サービス利用に係る自己負担額が 3 割の場合   （1 単位＝10.27 円） 

 要介護１ 

（750 単位） 

要介護２ 

（887 単位） 

要介護３ 

（1028 単位） 

要介護４ 

（1168 単位） 

要介護５ 

（1308 単位） 

１．サービス利用料金 7,702 円 9,109 円 10,557 円 11,995 円 13,433 円 

２．うち、介護保険か

ら給付される金額 

 

5,391 円 

 

6,376 円 

 

7,389 円 

 

8,396 円 

 

9,403 円 

３．サービス利用に係

る自己負担額 

（１－２） 

 

2,311 円 

 

2,733 円 

 

3,168 円 

 

3,599 円 

 

4,030 円 

４．食事料金 ７００円（昼食代・おやつ（２回分）代・水分補給飲料代） 

５．自己負担金額 3,011 円 3,433 円 3,868 円 4,299 円 4,730 円 

 

※ 新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価として、令和３年９⽉末までの間、基本報酬 

（１の金額）に 0.1％上乗せされる。 
 

○加算   （1 単位＝10.27 円） 

加算項目 単位数 利用料金 介護保険給付額 自己負担額 備考 

認知症加算 60 単位 616 円 431 円 185 円  

入浴介助加算 40 単位 410 円 328 円 82 円  

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 

18 単位 184 円 147 円 37 円  

介護職員処遇改善加算

Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に

5.9％を乗じた単位数 

介護職員等特定処遇改

善加算Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に

1.2％を乗じた単位数 

※感染症または災害の発生を理由とする利用者数の減少が生じ、その月の利用者数が前年度の 

月平均の利用者数よりも 5％以上減少している場合、所定単位数に３％上乗せされる。 
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［通所介護型サービス利用料金］（１ヶ月当たり） 

 要介護認定において、「要支援１及び要支援２」と判定された方の通所介護型サービス利

用料金。 

・サービス利用に係る自己負担額が 1 割の場合   （1 単位＝10.27 円） 

 要支援１（1,672 単位） 要支援２（3,428 単位） 

１．サービス利用料金 １７，１７１円 ３５，２０５円 

２．うち、通所介護型サービス事

業支給費から給付される金額 
１５，４５３円 ３１，６８４円 

３．サービス利用に係る自己負担

額（１－２） 
１，７１８円 ３，５２１円 

※利用ごとに昼食代・おやつ（２回分）代・水分補給飲料代として７００円がかかる。 

※ 新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価として、令和３年９⽉末までの間、基本報酬 

（１の金額）に 0.1％上乗せされる。 

 

○加算   （1 単位＝10.27 円） 

加算項目 単位数 利用料金 介護保険給付額 自己負担額 備考 

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 要支援１ 

72 単位 739 円 665 円 74 円  

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 要支援２ 

144 単位 1,478 円 1,330 円 148 円  

介護職員処遇改善加算Ⅰ 基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に 5.9％を

乗じた単位数 

介護職員等特定処遇改

善加算Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に

1.2％を乗じた単位数 

 

・サービス利用に係る自己負担額が 2 割の場合   （1 単位＝10.27 円） 

 要支援１（1,672 単位） 要支援２（3,428 単位） 

１．サービス利用料金 １７，１７１円 ３５，２０５円 

２．うち、通所介護型サービス事

業支給費から給付される金額 １３，７３６円 ２８，１６４円 

３．サービス利用に係る自己負担

額（１－２） 
３，４３５円 ７，０４１円 

※利用ごとに昼食代・おやつ（２回分）代・水分補給飲料代として７００円がかかる。 

※ 新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価として、令和３年９⽉末までの間、基本報酬 

（１の金額）に 0.1％上乗せされる。 
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○加算   （1 単位＝10.27 円） 

加算項目 単位数 利用料金 介護保険給付額 自己負担額 備考 

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 要支援１ 

72 単位 739 円 591 円 148 円  

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 要支援２ 

144 単位 1,478 円 1,182 円 296 円  

介護職員処遇改善加算Ⅰ 基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に 5.9％を

乗じた単位数 

介護職員等特定処遇改

善加算Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に

1.2％を乗じた単位数 

 

 

・サービス利用に係る自己負担額が 3 割の場合   （1 単位＝10.27 円） 

 要支援１（1,672 単位） 要支援２（3,428 単位） 

１．サービス利用料金 １７，１７１円 ３５，２０５円 

２．うち、通所介護型サービス事

業支給費から給付される金額 
１２，０１９円 ２４，６４３円 

３．サービス利用に係る自己負担

額（１－２） 
５，１５２円 １０，５６２円 

※利用ごとに昼食代・おやつ（２回分）代・水分補給飲料代として７００円がかかる。 

※ 新型コロナウイルス感染症に対応するための特例的な評価として、令和３年９⽉末までの間、基本報酬 

（１の金額）に 0.1％上乗せされる。 

 

 

○加算   （1 単位＝10.27 円） 

加算項目 単位数 利用料金 介護保険給付額 自己負担額 備考 

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 要支援１ 

72 単位 739 円 517 円 222 円  

サービス提供体制強化加

算（Ⅱ） 要支援２ 

144 単位 1,478 円 1,034 円 444 円  

介護職員処遇改善加算Ⅰ 基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に 5.9％を

乗じた単位数 

介護職員等特定処遇改

善加算Ⅰ 

基本サービス費及び各種加算の１月あたりの合計単位数に

1.2％を乗じた単位数 

※利用ごとに昼食代、おやつ代、水分補給飲料代７００円がかかる。 
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２ その他日常生活においても通常必要となるものに係る費用であって、その利用者

に負担させることが適当と認められる費用については、下記の通りである。 

・食 費  昼食         ７００円 

・リハビリパンツ Ｓ・Ｍ  １枚  ９４円 

・リハビリパンツ Ｌ    １枚 １０５円 

・パット          １枚  １８円 

      ・スナップ写真焼き増し代  １枚  ２０円 

      ・コピー          １枚  １０円 

      ・制作費          実費 

    前項の費用の支払いを受ける場合には、あらかじめ利用者又は、その家族に対し

説明を行い、同意を得る。 

 

（通常の事業の実施地域） 

第９条 通常の事業の実施地域は、下記の通りとする。 

  泉 区   旭丘堤・泉中央・桂・加茂・上谷刈・黒松・将監・高森・長命ヶ丘・七

北田・虹の丘・野村・古内・みずほ台・友愛町・八乙女 

  青葉区   川平・北根黒松・鷺ヶ森・桜ヶ丘・滝道・西勝山・東勝山・双葉ヶ丘・ 

        水の森 

   

(サービス利用に当たっての留意事項) 

第１０条 利用者がサービスの提供を受ける場合は、次の事項を守らなければならない。 

   １ 身体及び身の回りの清潔、健康の保持に務める。  

   ２ 居室及び共用施設、設備、器具等は本来の使途に従って大切に使用する。 

   ３ 火災予防に努める。 

   ４ 外出等は管理者の承認を得る。 

   ５ 他の利用者、職員に対する迷惑行為を行ってはならない。 

   ６ 利用者は、施設内において、政治・宗教活動は行わない。 

 

(緊急時等における対応方法) 

第１１条 事業の提供を行っているときに、利用者に病状の急変が生じた場合、その他必

要な場合には、速やかに主治医や協力医療機関及び家族に連絡するとともに、管

理者に報告し必要な措置を行う。 

 

(非常災害) 

第１２条 非常災害に関する具体的な計画を立てておくとともに、非常災害に備えるため、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行う。 
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(その他運営に関する重要事項) 

第１３条 事業所は、職員の資質向上を図るための研修機会を設けるものとし、また業務

体制を整備する。 

   ２ 職員は、業務上知り得た利用者及び家族等に関する情報を第三者に洩さないこ

ととする。 

   ３ 職員であった者に、業務上知り得た利用者及び家族等の秘密を保持させるため

に、職員でなくなった後においてもこれらの秘密を保持するべき旨を、職員との

雇用計画の内容とする。 

 

(苦情の受付) 

第１４条 苦情の受付について 

１ 当施設における苦情の受け付け 

     当施設における苦情やご相談は以下の専用窓口で受け付けます｡ 

  ○苦情受付窓口  ： 植村 有佳子（係長） 

             ＴＥＬ ０２２－２０８－８４０５ 

             ＦＡＸ ０２２－３７５－７０６０ 

  ○受付時間    ： 毎週月曜日から金曜日の９：００から１７：００ 

            （ただし､１２月３０日から１月２日は除きます｡） 

  ○苦情解決責任者 ： 所長  渡邊 伸 

   寄せられたご意見や、苦情に対して所長が責任者となって、関係機関と相談しなが

ら、申し出人と誠意を持って話し合い、合意が得られるよう努めます。 

   なお、法人として､第三者苦情解決委員会を設置しております｡隔月委員会を開催し

て、委員の皆さんのご意見を伺っております。 

   ・３名の方を委嘱しています。 

上谷刈狼河原町内会会長    本郷 克美 

地区民生委員児童委員    萱場 久悦 

社会福祉法人無量壽会評議員  萱場 久美 

いただいた苦情については、問題点を把握し、対応策を検討して必要な改善を行う。 

    なお、当施設における苦情は、別紙「利用者からの苦情を処理するために講ずる

措置の概要」のとおり。 

 

２  行政機関その他苦情受付機関  

泉区介護保険課 

 

所在地 仙台市泉区泉中央２丁目１－１ 

電話番号 ０２２－３７２－３１１１ 

青葉区介護保険課 

 

所在地 仙台市青葉区上杉１丁目５－１ 

電話番号 ０２２－２２５－７２１１ 
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宮城野区介護保険課 

 

所在地 仙台市宮城野区五輪２丁目１２－３５ 

電話番号 ０２２－２９１－２１１１ 

若林区介護保険課 

 

所在地 仙台市若林区保春院前丁３−１ 

電話番号 ０２２－２８２－１１１１ 

太白区介護保険課 

 

所在地 仙台市太白区長町南３丁目１−１５ 

電話番号 ０２２－２４７－１１１１ 

宮城県国民健康保険 

団体連合会 

所在地 仙台市青葉区上杉１丁目２－３ 

電話番号 ０２２－２２２－７７００ 

宮城県社会福祉協議会 

運営適正化委員会 

所在地 仙台市青葉区本町３丁目７－４ 

電話番号 ０２２－７１６－９６７４ 

仙台市介護事業支援課 

施設指導係 

所在地 仙台市青葉区国分町３－７－１ 

電話番号 ０２２－２１４－８３１８ 

 

※１２月２９日から１月３日と、土・日、祝日は除く｡ 

 

 (協議) 

第１５条 この規程に定める事項の他、運営に関する重要事項は社会福祉法人無量壽会と

事業所の管理者との協議に基づいて定めるものとする。 
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附   則 

 

１． この規程は、 平成１７年 ６月 １日から施行する。 

２． この規程は、 平成１７年１０月 １日から施行する。 

３． この規程は、 平成１７年１１月 １日から施行する。 

４． この規程は、 平成１８年 ４月 １日から施行する。 

５． この規程は、 平成１８年 ５月 １日から施行する。 

６． この規程は、 平成１９年 ２月 １日から施行する。 

７． この規程は、 平成１９年 ５月 １日から施行する。 

８． この規程は、 平成１９年 ８月２７日から施行する。 

９． この規程は、 平成２０年 ４月 １日から施行する。 

１０．この規程は、 平成２０年 ７月 １日から施行する。 

１１．この規程は、 平成２１年 ５月 １日から施行する。 

１２．この規程は、 平成２２年 ９月２０日から施行する。 

１３．この規程は、 平成２３年 ５月 １日から施行する。 

１４．この規程は、 平成２４年 ４月 １日から施行する。 

１５．この規程は、 平成２４年 ７月３０日から施行する。 

１６．この規程は、 平成２４年 ９月 １日から施行する。 

１７．この規程は、 平成２５年 ４月 １日から施行する。 

１８．この規程は、 平成２５年１０月 １日から施行する。 

１９．この規程は、 平成２６年 ４月 １日から施行する。 

２０．この規程は、 平成２６年 ９月 １日から施行する。 

２１．この規程は、 平成２７年 ４月 １日から施行する。 

２２．この規程は、 平成２８年 ４月 １日から施行する。 

２３．この規程は、 平成２８年１１月 １日から施行する。 

２４．この規程は、 平成２９年 ４月 １日から施行する。 

２５．この規程は、 平成３０年 ４月 １日から施行する。 

２６．この規程は、 平成３０年１２月 １日から施行する。 

２７．この規程は、  令和元年 ５月 １日から施行する。 

２８．この規程は、  令和元年１０月 １日から施行する。 

２９．この規程は、  令和２年 ４月 １日から施行する。 

３０．この規程は、  令和２年１０月 １日から施行する。 

３１．この規程は、  令和３年 ４月 １日から施行する。 

 

 

 


